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研究成果の概要 

本年度は音楽や絵画を対象とした文化進化モデルの時間発展解析の手法および知識参照構造の推定法

などに関する研究成果が得られた。時間発展解析手法に関しては、創作知識を創作物に対する統計量と

して表し、その伝達・選択過程を記述するモデルを用いて、内容バイアスや頻度バイアス、方向性を持

つ変異、輸入効果など複数の進化駆動力の各々の寄与の大きさをデータから推定する手法の開発に成

功した。また、知識参照構造の推定法に関しては、生物学の分子進化の系統解析に用いられるモデルを

拡張した、複数の親からの伝達がある進化モデルや時間を隔てた伝達も許すモデルを構築し、ベイズ推

論などの統計的機械学習の枠組みで知識参照ネットワークをデータから推定する手法の導出を行い、

音楽や絵画のデータにおいて作者やジャンル間の参照関係に関する客観的・定量的な推定結果を得る

ことができた。また、こうした機械学習手法に基づく進化解析の結果の情報可視化を通して、人が対話

的に興味深い現象を発見するのに有効な可視化手法の開発も行い、その実証的有効性を確認すること

ができた。 

この他、音楽データを定量分析するための基盤技術である自動採譜手法において、従来の End-to-End

型の歌声採譜手法の欠点であった、音楽的に不適切な音階およびリズムの構造を生成モデルに基づき

修正しながら採譜を行うための手法を開発し、ポピュラー音楽のデータにおいてその高い効果を確認

することができた。一方で、音楽進化に関する社会実験として進めている自動作曲モデルの進化実験

（CREEVO実験）のシステム開発も行い、計 30万人を超える一般利用者により利用され、音楽の評価デ

ータの収集が順調に行われることが確認できた。また、生成 AIの音楽教育現場における効果について

の初期検討にも利用されるなど、多方面の成果につながる運用実績が得られた。 
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